
 

 

 

 

 
 

学校教育目標：ふるさとを愛し 自他を大切にしながら たくましく未来を切り拓く生徒の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～積極的な情報発信～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲南市立掛合中学校 

第５号（地域版） 

２０２５.５.２１（水） 

文責 根本登三男 

地域の皆様には平素より掛合中の教育活動にご理解とご支援を賜り深く感謝申しあげます。

お願いとお知らせです。毎月下旬にお届けしている「掛合中だより」ですが、校内では不定期

に発行していて、今月の地域版は第５号になります。これは今年度の学校経営の重点である

「積極的な情報発信」、「地域に開かれた学校」の具体的取組の一つで、私自身の目標として

頑張ります。かつては校内版を「校長室だより」として、地域版に合わせてまとめて皆様にお届

けしたこともあるようですが、令和の時代ですから校内版は学校ＨＰでご覧いただきたいと思い

ます。カラーなのでより鮮明にご覧いただけますし、リアルタイムで情報が届くというメリットもあり

ます。また「学校の可視化（見える化）」も期待できます｡ 

「掛合中だより」のコンセプトは、今年度の最重点目標「おもしろい授業の創造」、「学び続け

る教職員」で校内版も地域版も変わりませんので、どうか、学校ＨＰをのぞいてみてください。 

飯石郡掛合町立掛合中学校「１９６４」   
 

始業式の挨拶で今年度の目標を「整理整頓」と宣言しました。ということで、ＧＷ明けから校長室の
戸棚やロッカーの片付けを始めると、「整頓」と書かれた木札が出てきました。どうやら目標までも  
宿命のようです。新校舎の竣工式や創立５０周年の記念式典など、心に響く資料がどんどん出てきて
当時の掛合中に思いを馳せます。戸棚には卒業アルバムが並んでいて、開校時からの古い写真も
残っています。ふと私が生まれた１９６４（昭和３９）年のアルバムを開くと、そこには私がまだ２０代の
頃にお世話になった先生が写っているではありませんか。玉湯中（←現在の玉湯学園）校長だった  

安食厚先生です。穏やかでとても優しい先生でした。写真は、「思い出のページ」から３カットほど選
んでみました｡この大きな建物は何だかわかりますか｡文化祭では「演劇」もあったようです。生徒総会
の様子を見ると、体育館はぎっしりです。１９６４年の卒業生は１７５人、６０年前は全校で５００人もいる
大規模校だったんですね（驚） 余談ですが、職員室で先生方とアルバムを見ていたら、凄い発見が
ありました。これで先生方のもやもやが晴れたようです。校歌のことですが、詳しくはまた!! 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動の地域展開 
 

部活動の地域移行（地域展開）について、
市教委の白石指導主事から説明がありました。    
雲南市は国の実証実験として令和４年度か

ら取組んでいます。今回、休日の移行から平

日を含む完全移行のスケジュールが示されま
した。今後も､学校と市教委､そして保護者や地
域指導者の方々と合意形成を図りながら､様々
な課題を乗り越えていかなければなりません。  
日本中体連は全国大会（全中）の種目削減

に続き、出場枠の縮小を決めました。少子化
や運営の負担減が大きな理由ですが、部活動
は今、激動の渦の中にあります。地域展開も全
中縮小もＰＴＡ活動と同じく、「子どもたちのた
めに」という視点を大切にしていきたいです。 

校長のつぶやき⑤（校歌!!） 
 

(^^♪ 

 持続可能なＰＴＡ活動 

ＰＴＡ総会で、今年度の事業計画と予算案を審議し
ました。「スクラップ＆ビルド」（←改革）が２点あります。  
●改革１ ＰＴＡ会報誌「さなが」の発行終了 
※楽しみにしていた方々も多いかと思います。ＰＴＡ

活動の様子や部活動、イベントの特集について
は、「掛合中だより」でカバーしていきます。 

●改革２ ＰＴＡ予算立ての大幅な見直し 
※事業計画から会費を定めます。また、繰越金を必
要最低限にします。この結果、今年度の会費は
月額３２０円になりました。（←Ｒ６比２３０円減）  

コロナ禍以降、ＰＴＡ活動は全国的に事業の見直し
が進んでいます。ただ、「会員の親睦」、「子どもたち
のために」という理念を忘れてはいけません。今年度
も掛合中ＰＴＡ活動にご協力をお願いします。 

 
 

皆さんにとって、校歌なんて卒業する
と同窓会で歌うぐらいでしょうか。この私
掛合中の校歌はまだ自信ありませんが
これまで勤めた８校の校歌は全部覚え
ています。それに自分が通った小中高
７校（←転校が多かったので）をたすと
何と全部で１５曲。歌詞は曖昧なところ
がありますが、メロディーはほぼ完璧🎶 

もしカラオケボックスで選曲できたら
全部熱唱したい気分です🎤  （つづく） 

 

持続可能なＰＴＡ活動＆部活動の地域展開 

熱い思いを伝える  ５月１４日（水） 
 
県内の「緑の少年団」加盟校は１２２校。ほとんどが掛合中

のように山間部の学校ですが、海に囲まれた隠岐の学校も
参加しています。自然を慈しむ気持ちは、海も山も関係なく
普遍的です。出前授業の講師は、今年も「もりふれ倶楽部」
の野田真幹先生。テーマは「里山の竹問題」。今しかできな
い学習を通して自然を愛する心を膨らませたいという思いが
伝わってきました｡私たちも野田さんのようにポリシーや信念
を熱く語れるようになりたいです。（←教師として人として!!） 

 保育園児も声援!!  ５月１５日（木） 
 
出雲大社には何度も行ったことがあるのに、相撲場の場所

を初めて知りました。そして、中学生の相撲競技を観戦する
のも教員生活で初めてです。掛合中から２年生の加藤さんが

出場しました。試合が始まるとこちらも力が入り、思わず拳を
応援しました g見ましたが、 握りしめました。途中から

遠足で来ていた保育園児
たちも応援です。ちっちゃ
な女の子が「お兄ちゃん、
おっきい!!」と喜んでいま
した。次は、６月５日（木）
の東部柔道に向けて毎日
の稽古に力が入ります。 
（←写真は合成です） 


